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日本行動計量学会第 49回大会を開催して 
第 49回大会実行委員長 吉田 清隆 

 

日本行動計量学会第49回大会を8月30日から

9 月 2 日の日程で杏林大学井の頭キャンパスＦ棟

を配信会場として全面オンライン方式で開催しま

した．当初はハイブリッド方式（現地＆オンライ

ン）での開催を目指していたため，新型コロナウ

ィルスの感染状況を注視しながらの準備となり，

会員の皆様には「本当に開催できるのか」とご不

安を与えたことと思います．実行委員会としては

ぎりぎりまでハイブリッド方式の可能性を模索し

ていましたが，8 月に入ってからの感染爆発を鑑

み，全面オンライン方式への変更を余儀なくされ

ました．このような状況にも関わらず，学会大会

とチュートリアルセミナーを合わせて実人数 310

名（会員202名，非会員108名）もの方々にご参

加いただき，開催校として胸をなでおろしており

ます． 

本体の大会では244名（会員179名，非会員65

名）にご参加いただきました．報告件数は，一般

セッション数は 9 で 41 件，特別セッションは口

頭セッション数が 7 で 31 件，ラウンドテーブル

セッション数が2で4件，またポスター発表は11

件と，総計 87 件の報告がありました．ラウンド

テーブルとポスター発表の件数が若干少ないのは，

オンライン形式の性質上，仕方のないことだと思

います． 

大会前日のチュートリアルセミナーは，小杉考

司先生（専修大学），清水裕士先生（関西学院大学）

による，テーマA「それ何測ってるの？―調査研

究・理論と展開」とテーマB「私ならこう教える！

そしてこう学び直す！―統計教育の根本問題」の

3 時間×2 テーマの濃厚なセミナーとなり，参加

者数もテーマAが191名，テーマBが163名で

大盛況でした．またセミナーの模様や狩野裕先生

（大阪大学）の指定討論の動画は，先生方のご好

意により期間限定で参加者に配信させていただき

ました． 

大会シンポジウムでは，今泉忠先生（多摩大学）

にオーガナイズしていただき「行動計量学とデー

タ科学（サイエンス）の「接平面」」と題して，足

立竜治氏（ソフトバンク株式会社），竹村彰通先生

（滋賀大学），中西崇文先生（武蔵野大学），酒折

文武先生（中央大学），山口和範先生（立教大学）

にご講演いただきました．チャットに限定したの

にも関わらず多くの質問が寄せられ，巷間でのこ

のテーマに関する関心の高さがうかがえました． 

柳井レクチャーについては，村上隆先生（中京

大学）に「多重対応分析の因子分析的使用 －社会

調査データの記述的多変量解析－」についてご講

演いただきました．村上先生におかれましては当

日の万一のネット不良についても配慮され，前も

ってご講演の動画を準備してくださり，さらに当

日はリアルタイムでも参加してくださいました．  

さて，今大会をお引き受けするにあたり2つの

大きな不安がありました．第１は，お引き受けし

た時点で杏林大学には本学会会員は私しかいなか

ったことです．しかしこの不安は，今年4月に大

森拓哉先生が本学に着任されたことで解消されま

した．大森先生には，その人脈の広さから，チュ

ートリアルセミナー，大会シンポジウムの調整の

ほとんどをお願いしただけではなく，大会までの
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準備や会期中の運営についてリーダーシップをと

っていただきました．今大会の実質的な大会実行

委員長は大森先生だったと言っても過言ではあり

ません．また，杏林大学の配信会場まで足を運ん

でくださった横山暁先生（青山学院大学），森一将

先生（文教大学），橋本貴充先生（大学入試センタ

ー），チュートリアルセミナーの企画をしてくださ

った芳賀麻誉美先生（大阪経済大学）のご助力が

なければ今大会は成立しませんでした．改めて感

謝申し上げます． 

第２の不安は，何といっても新型コロナウィル

スです．杏林大学では「感染対策をしっかりとれ

ば学会会場として施設の貸し出しは可能」という

スタンスだったのですが，数百人の（しかも全国

各地からやって来る）参加者が一同に会する大会

で万全な感染対策など有り得るのか，万が一クラ

スターが発生したらどうなるのか，そればかりを

考える日々でした．今大会は結果的に全面オンラ

インになりましたが，これは今後も考えていかな

ければならない課題だと思っています． 

さて，この約１年半で多くの皆さんがオンライ

ン会議システムの有用性を実感したことと思いま

す．遠方からでも気軽に参加できる，人の目を気

にせず気楽に発表を聞くことができる，内職（？）

をしながらでも参加できるなど，メリットは多い

です．しかし，「気軽に話しかける」という点では

やはり対面方式には適いません．今大会でも特に

ポスター発表でそれを痛感しました．ワクチン接

種の効果か，新規感染者数は減少し，この原稿を

書いている時点（11/6）で，東京都の新規感染者

数は10日連続で30名を下回っているとのことで

す．次回大会までにはコロナが収束し，真の意味

で安心・安全な状態で大会が開催されることを祈

念し，今大会の報告を終わりたいと思います．  

吉田 清隆 

（よしだ・きよたか） 

杏林大学保健学部准教授 

北海道大学大学院工学研究科

博士後期課程修了．博士（工

学）． 

成蹊大学理工学部助教，神戸

親和女子大学発達教育学部准教授などを経て 2019

年より現職． 

2021年度学会賞受賞者について 

 
学会賞選考委員長 

山岡 和枝（帝京大学客員教授） 

 

 2021 年度学会賞受賞者の選考および受賞者に

ついて，学会賞選考委員会を代表してご報告いた

します．学会賞選考委員長には昨年度の大会後に

指名され，数名の委員に就任いただき選考委員会

を構成しました．学会賞には功績賞，優秀賞，奨

励賞，出版賞の４種がありますが，委員会では，

ワーキンググループによって収集された複数候補

者の発表論文等の資料に基づいて審議を重ね，候

補者を絞り込み，理事会に諮りました．この際，

本年度は昨年に引き続きコロナ禍のため，4 月～

5 月にかけてのメール審議にて選考を行いました．

最終的に理事会の審議を経て承認され，受賞者本

人の受諾を得て決定されました．お世話になりま

したワーキンググループをはじめとする関係諸氏

に感謝申し上げます． 

 

１．林知己夫賞（功績賞） 

今泉忠会員（多摩大学・教授）が受賞されまし

た． 

今泉会員は，統計的データ解析，とくに多次元

データ分析を適用できる諸問題について，理論的

研究と実際的解決法の研究を進めてこられました．

役員歴も長く，行動計量学会 2002 年大会の実行

委員長，学会でのシンポジウム企画など，本学会

の活性化にご尽力されてこられました． 

 

主要論文 

今泉 忠. (2006) 購買市場への選好比率行列のた

めの分析モデル. 行動計量学 33(2), pp.133–

139. 

主要著書 

Imaizumi, T., Nakayama, A., & Yokoyama, S. 

(Eds.) (2020) Advanced Studies in 

Behaviormetrics and Data Science: Essays in 

Honor of Akinori Okada. Springer. 
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２．林知己夫賞（優秀賞） 

宮崎慧会員（関西大学・教授）が受賞されまし

た． 

宮崎会員は主にベイズ統計学をご専門とされ，

本学会誌の3本の筆頭論文をはじめ，世界的なト

ップジャーナルにも優れた論文を発表され，理論

的水準が高い点が評価されました． 

 

主要論文 

Miyazaki K, Hoshino T & Bockenholt U. (2021) 

Dynamic two stage modeling for category-

level and brand-level purchases using 

potential outcome approach with Bayes 

inference. Journal of Business and Economic 

Statistics. (in press) 

宮崎慧, 星野崇宏. (2016) 商品カテゴリー購買と

複数ブランド購買の段階型同時分析モデル.  

行動計量学 43(2), pp.167-180. 

Miyazaki K.（2015）Examining brand-switching 

behavior using latent class dynamic 

multinomial probit models with random 

effects. Behaviormetrika, 42(1), 1-18.  

Miyazaki K, & Hoshino T. (2009) A Bayesian 

semiparametric Item Response Model with 

Dirichlet process priors. Psychometrika, 74(3), 

375-393. 

 

３．肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

土田潤会員（同志社大学文化情報学部・助教）

が受賞されました． 

土田会員は三相データの多変量解析法などに関

する論文を，本学会の欧文誌や関連学術誌に公刊

しています．正準相関，構造方程式モデリング，

クラスタリングなどの本学会らしい分野で，新た

な手法や応用研究をしており，今後の一層の活躍

が期待されます． 

 

主要論文 

Binh, T., Duong, A., Tsuchida, J., & Yadohisa, H. 

(2021) K-means generalized maximum 

entropy estimation for structural equation 

modeling. Behaviormetrika, 48(1), 103-115.  

 

 

Tsuchida, J., & Yadohisa, H. (2017) Partial 

Least-Squares Method for Three-Mode Three-

Way Datasets Based on Tucker Model, 

Procedia Computer Science, 114, 234-241.  

土田潤, 宿久洋. (2017) 重力モデルを用いたサッ

カー選手の動きの定量化. 統計数理, 65, 271-

286. 

Tsuchida, J., & Yadohisa, H. (2016) Asymmetric 

multidimensional scaling of N-mode M-way 

categorical data using a log-linear model. 

Behaviormetrika 43(2), 103-138. 

 

４．杉山明子賞（出版賞） 

足立浩平会員（大阪大学・教授） が受賞されま

した． 

足立会員が 2020 年に出版された“Matrix-

Based Introduction to Multivariate Data 

Analysis: Second Edition”（Springer Nature 

Singapore Pte Ltd）が選考されました．本書では，

行動計量学の方法論が体系的に行列ベースで議論

され，さまざまな多変量データ解析手順を理解す

るよう解説されています．特に手順の基礎となる

モデルと，モデルをデータに適合させるために最

適化された目的関数の行列ベースの理解がなされ

るようまとめられており，行動計量学分野の大学

院生や研究者にとっても，多変量データ分析の理

解を深めるのに役立つと期待されるものであり，

行動計量学に関する優れた図書と呼ぶのに相応し

いと認められました． 

 

山岡 和枝 

（やまおか・かずえ） 

帝京大学大学院公衆衛生学研

究科客員教授 

横浜市立大学文理学部数学科卒

業．医学博士．帝京大学医学部助

手・同法学部講師・助教授，国立保健医療科学院 技

術評価部開発技術評価室長，2011 年 4 月より帝京

大学大学院公衆衛生学研究科教授，2013年より同研

究科長を経て，2019年4月より現職．日本行動計量

学会理事，和文誌編集委委員会委員, 柳井レクチャ

ー委員会委員などを担当．  
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学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

多摩大学 今泉 忠 

 

この度は，日本行動計量学会 学会賞林知己夫

賞（功績賞）を頂戴し，大変光栄に存じます．学

会理事会事務局の方からメールがあり，何かなと

読みましたならば林知己夫賞（功績賞）受賞者と

して選考されましたので，授賞されますかとの問

合せのメールでございました．想定外のお知らせ

なので，びっくりいたしました． 

私が日本行動計量学会の学生会員とさせてい

ただき，日本行動計量学会第２大会のあるセッシ

ョンの口頭発表の共同発表者として参加させてい

ただいたのは大学学部２年時であったかと思いま

す．今，思い返せば，学際領域のフロンティアの

学問分野として立ち上がった行動計量学，そして，

そうそうたる研究者が参画された日本行動計量学

会への入会を認めていただき，さらに大会に参加

し，発表内容について質問されたことが，行動計

量学に携わった第一歩でした．その際の発表の緊

張，大学を超えた，学問的な刺激を受けたのを覚

えております．立教大学社会学部産業関係学科に

入学し，岡太彬訓先生のゼミナールに入り，多次

元データ解析などを学ぶことができました．１年

生のゼミナールでモールス信号の識別に関する混

同行列のみから，識別に関してモールス信号間の

差を明らかにし，信号の送信に役立てるために多

次元尺度構成法を扱った本を読みました．掲載さ

れていた図から距離を求めてみると，もとの図と

大体対応していることがわかりました．これは，

それまで学んできた数学の応用問題の正解を求め

るようなものではなかったので，新鮮な驚きであ

った一方，違う図の描けるのではないかと考えま

した．その後，この図を布置と呼ぶとか，軸と次

元の違い，距離を類似度や非類似度のどうように

対応づけるのかなどについて学修しましたが，こ

の最初の驚きが，人の計量へ関心を持ち，やがて

行動計量学への道になったかと思っております．

また，当時，産業関係学科におられた池田央先生

には教育統計学について教えていただきました．

その後，東京工業大学理学部情報科学科の藤井光

昭先生のもとで数理統計学を学ばさせていただき

ました．この３名の先生方から教わったことの一

つには，自分が問題を扱いやすいようにするため

に，無理な統計的な仮定を余りおかないことの重

要性があるかなと思っております．また院生時代

のセミナーでの他大学の同年代の院生からの質問

や，その後の学会大会や国際学会での他の会員の

皆様からのフォーマルな質問や懇親会での忌憚な

きインフォーマルな意見交換などを頂けました．

日本行動計量学会会員の皆様の専門分野はさまざ

までございますので，大会でのご質問などで，理

論的な面，応用の面など，自分では考えもつかな

い点からのご質問をいただき，自分の研究の視野

を広げることもできております．このような両面

を考えることができる研究の場に加われているだ

けでも感謝しております． 

その後の研究を通じては，行動を計量した結果

を，どのような場面で活用するかを考えると，必

然的に人間が対象となることと人間が意思決定す

る場面への情報提供となりますので，分析モデル

の粒度も，必然的にそのような粒度ということに

なるのでないかなと思っております．人の行動を

扱うということに関しても，最近では AI 研究が

着目されておりますが，やはり，過去の人の行動・

現在の人の行動をもとして計量的手法を適用する

ことにはなりますが，解決したい課題は「未来」

の人間の行動ではないかなどと考えると，行動計

量学での研究は一層，社会的にも重要性を持つの

ではないかと思います． 

この度の受賞は，今までの研究を認めていただ

けたのかなと思いますと共に一層精進しないさい

との励ましかなと思い，改めて感謝申し上げます．  

今泉 忠 

（いまいずみ・ただし） 

多摩大学経営情報学部教授 

1976 年立教大学社会学部産業関

係学科卒業．1978年立教大学大学

院応用社会学研究科修士課程修了．

1983 年東京工業大学大学院総合理工学研究科シス

テム科学専攻博士後期課程単位取得満期退学．1983

年 4 月立教大学社会学部助手，1987 年 4 月青山学

院大学理工学部経営工学科助手，1989年4月多摩大

学経営情報学部助教授，1995年10月より現職． 
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林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

関西大学 宮崎 慧 

 

この度はこのような栄えある賞を賜り大変光

栄です．つい先日本務校のデータ・サイエンスに

関するオムニバス講義にて林知己夫先生の提唱さ

れた「データの科学」を紹介し，現在の流れを見

越しておられたかのような林先生の先駆的なお考

えに改めて感銘を受けていたところです．そのた

め林先生のお名前が冠された優秀賞の授賞のお知

らせを頂き本当に嬉しかったです．大変ありがと

うございます． 

自分の履歴を振り返りますと，つくづく指導者

や先輩方に恵まれたと実感します．私は大学院で

は構造方程式モデルや項目反応モデル，セミパラ

メトリック・ベイズ・モデルなど統計的モデリン

グに関する研究を行っておりました．アルゴリズ

ムの記述とシミュレーションばかり行っていた中，

恩師の繁桝算男先生から「データ分析の研究を続

けるなら必ず応用分野を身に着けなさい」とアド

バイスを頂きました．また出身研究室の先輩であ

る星野崇宏先生から「マーケティングデータ分析

やマーケティング・サイエンスは宮崎君に向いて

いるのでは」と助言を頂きました．また星野先生

は学振研究員に採用された際も受入教員となって

頂き，この頃から星野先生のご指導のもとベイズ

統計学を用いたスキャナー・パネル・データの分

析に関する研究を始め，その後関西大学商学部の

マーケティング・サイエンス，マーケティング・

リサーチの担当教員として採用頂きました．赴任

後はデータ・マイニング手法のビジネス応用につ

いて研究されている矢田勝俊先生に大変お世話に

なり，いくつか共同研究プロジェクトに参加させ

て頂きました．在外研究では再び星野先生にご仲

介頂きUlf Böckenholt先生にお世話になり，何と

か経済・経営統計の有力誌に論文を掲載すること

ができました． 

以上，様々な場面で先達の先生方に貴重なアド

バイスやサポートを頂きながら現在に至っており

ます．改めて進路選択について非常に貴重なアド

バイスを頂きました繁桝算男先生，大学院だけで

なく研究員の期間においても，テーマ設定から実

際の研究の進め方まで様々なアドバイスを頂きま

した星野崇宏先生，本務校にて様々な共同研究に

お誘い頂きました矢田勝俊先生に感謝申し上げま

す．また本学会の先輩先生方とこのような名誉あ

る賞を与えて下さった行動計量学会の皆様方に深

謝申し上げます．今後は産学連携を通した調査・

実験と，教育面が課題かなと思っております．い

ずれにしましても優秀賞の名に恥じないように，

これからも頑張って参りたいと思います．  

宮崎 慧 

（みやざき・けい） 

関西大学商学部教授 

2010 年東京大学大学院総合文化

研究科広域科学専攻生命環境科

学系博士課程修了．博士（学術）．日本学術振興会特

別研究員（PD）を経て，2012年より現職． 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

同志社大学 土田 潤 

 

この度は，肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）と

いう栄誉ある賞を頂き，大変光栄に存じます．こ

れも日頃ご指導くださっている先生方のおかげと

存じます．まずは，大学院においてご指導いただ

いた同志社大学文化情報学部宿久洋先生に改めて

厚く御礼申し上げるとともに，普段よりご指導い

ただいている多くの方々にこの場を借りて深く感

謝申し上げます．  

私はこれまで，非対称性な関係を表すデータの

視覚化に興味をもって研究を行ってきました．研

究を行っているうちに，潜在変数によって次元縮

約法を表現する方法があることを知り，これは面

白いぞということで，こちらについても研究を行

ってきました．Behaviormetrika 誌には，非対称

性な関係を表すデータとして，分割表のようなカ

ウントデータが与えられたときの非対称多次元尺

度構成法を提案した論文を掲載いたしました．こ

の論文は，私の初めて執筆した論文であり，大変

思い出深い論文です．共著者としても

Behaviormetrika 誌に2報掲載いただきました．

１つは，因果探索法の一つである LiNGAM を拡

張した論文です．もう1つは構造方程式モデリン

グの推定法について，推定を安定的にできる方法

を提案したものです．こうしてみると，研究テー
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マに一貫性がなく，気になったことについて手当

たり次第に手を出してしまっており，自分の節操

のなさに恥ずかしく思うと同時に行動計量学会の

「場」としての度量の大きさを感じます．  

過去の肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞さ

れた諸先輩方は各方面でご活躍なされており，受

賞の重さを改めて認識しております．私自身の研

究活動を振り返っても，このような栄誉ある賞を

いただくのは恥ずかしさもあります．しかし，受

賞は今後に向けての叱咤激励と捉え，受賞者にふ

さわしい研究者の一員になれるよう日々精進する

所存です．微力ではありますが，行動計量学の発

展に寄与できるよう邁進してまいります．日本行

動計量学会の諸先生方におかれましては今後とも

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます．  

土田 潤 

（つちだ・じゅん） 

同志社大学文化情報学部 助教 

2018 年同志社大学大学院文化情

報学研究科博士後期課程修了．博

士（文化情報学）．東京理科大学工

学部助教を経て，2021年より現職．行動計量学会で

は2018年より運営委員会委員を務める． 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

大阪大学 足立 浩平 

 

このたびは，杉山明子賞（出版賞）を頂戴して，

まことに光栄に感じております．有り難うござい

ました．対象書籍は，Springer社よりテキスト扱

いで出版された「Adachi, K. (2020) Matrix-Based 

Introduction to Multivariate Data Analysis, 

Second Edition」ですが，この出版に際してお世

話になった皆様方に，深く感謝申し上げます． 

対象書籍は，2016年に出版された初版の16章

+付録に，6つの章を追加して付録も拡張した改訂

版ですが，初版の原稿を書き始めた契機は，2013

年開始の英語による多変量解析の授業でした．こ

の英語授業を，当初は，以前の和文の自著を英訳

しながら行えばよいと目算していましたが，この

皮算用は，授業開始の直前に崩れました．理由は，

和文自著が，ユーザーに向けて，数式を使わずに

「くどい和文」を多用した入門書であり，それを

英訳しながら話すのは私の英語力を超えるからで

す．そこで思いついたのは，世界共通言語である

数式を多用した資料を使えば，英語の負荷を減ら

せることです．さらに，これが著書になれば一石

二鳥ということで，自称「行列愛好家」として，

行列代数と同時に多変量データ解析も学べるとい

う売り込みの初版を書いた次第です． 

次に，改訂への動機づけは，共通・独自因子の

得点を，確率変数ではなく，固定母数の行列と見

なす探索的因子分析（EFA）の定式化へのこだわ

りでした．この行列EFAを，21世紀初年にオラ

ンダの Henk Kiers 博士が提案し，私は 2015 年

頃より，行列 EFA の解の性質を研究していまし

た．その論文が 2018 年に学術誌に公刊されまし

たので，行列EFAを啓蒙するため，テキスト扱い

の自著にも載せたいと思った次第です． 

さて，初版は，行列入門の後に周知の諸方法を

列挙した 16 章の構成でしたが，それらに改訂版

では次の章を追加しました．[17章] 中級の行列代

数，[18章]（前段の）行列EFA，[19章] 行列EFA

と主成分分析の解の対比，[20章] 三相主成分分析，

[21章]（lassoに始まる）スパース回帰分析，[22

章]スパース因子分析．初版の 10 章は検証的因子

分析，12章は（因子得点が確率変数の）EFAでし

たので，上記18章・22章と合わせて，改訂版で

は，計4つの章の主題を因子分析が占めています． 

対象書籍題名の 2 つのキーワード「Matrix-

Based」と「Multivariate Data Analysis」は，統

計関連諸学会の中でも特に本学会で発展した分野

と考えられ，出版賞を受賞できたのも，本学会の

先生方の論文・著書・学会発表のおかげ様と感謝

いたしております．  

足立 浩平 

（あだち・こうへい） 

大阪大学人間科学研究科（行動

統計科学研究分野）教授 

1982 年京都大学文学部卒業，

1998年京都大学・論文博士(文学)．

日本行動計量学会の優秀賞を 1997 年，林知己夫賞

(功績賞)を2016年受賞．日本計算機統計学会の論文

賞を2007年，貢献賞を2016年受賞．2019〜20年

に日本計算機統計学会会長．2009～12年に日本行動

計量学会欧文誌編集委員長，2021年より編集委員長． 
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足立浩平 (著) 『Matrix-Based Introduction to 

Multivariate Data Analysis, Second Edition』，

Springer, 2020年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな名誉会員のご報告 

学会賞選考委員長 

山岡 和枝（帝京大学客員教授） 

 

行動計量学の発展に功労のあった  

・馬場康維 会員  

・松原 望 会員  

・丸山久美子 会員 

・米田正人 会員 

の４氏が，理事会より名誉会員として 2021 年 9 

月 1 日に開催された総会へ推薦され，同総会の

承認を経て名誉会員となられました． 

馬場会員は本学会の比較的初期からの会員で

理事や各委員会，事務局長等として活躍され，松

原会員は本学会の創設メンバーで理事や各委員会

の委員長等として活躍され，丸山会員は本学会の

創設メンバーで理事，各委員会等で活躍され，米

田会員は各委員会委員を務め，言語に関する統計

的社会調査を展開してリーダーとして活躍されて

こられ，いずれの方々も行動計量学会発足や長年

にわたる本学会への多大なる貢献が認められます．  

 

岡太彬訓研究助成 発足のお知らせ 

日本行動計量学会理事長  

狩野 裕（大阪大学） 

 

岡太彬訓元理事長からのご寄付を原資として

「岡太彬訓研究助成」が創設されました．募集を

2022 年 2 月 1 日から開始いたします．詳細は学

会Webサイト（2022年1月上旬に発表予定）を

ご覧ください．  

 

学会創立 50周年記念論文集の刊行について 

イノベーション委員会委員長  

岡太 彬訓（立教大学） 

 

日本行動計量学会は，2023年9月に創立50周

年を迎えます．これを記念して論文集の刊行を計

画しております． 

 

書名（仮）: Facets of Behaviormerics: The 50th 

Anniversary of the Behaviormetric Society  

（Springer社のシリーズBehaviormetrics: 

Quantitative Approaches to Human 

Behaviorの中から出版します．） 

出版予定: 2023年前半 

編集担当者: 岡太彬訓，繁桝算男，吉野諒三，横山

暁 

 

論文集は，英文で，招待論文と投稿論文から構

成します．招待論文は学会と所縁のある海外の研

究者に依頼します．投稿論文は，学会員以外から

も投稿を受け付け，査読後に編集担当者が採否を

決定します．投稿論文は以下のような要領で投稿

を募集します． 

 

投稿の長さ: 15-25頁(英文) 

投稿の締め切り: 2022年10月31日 

採否の連絡: 2022年12月20日 

Call for Papersは，学会Websiteを参照下さい． 

・日本語版 https://bms.gr.jp/wp-

content/uploads/Anniversary50CFP_J.pdf 

・英語版 https://bms.gr.jp/wp-

content/uploads/Anniversary50CFP_E.pdf 

 

問合せ先: 

bms50anniversary@googlegroups.com 
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広報委員会より 

        広報委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Webページのデザイン変更・整備・更新 

本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載する，もしくはメールで配信してい

ます（両方の場合もある）．同時にSNSでの発信

も行っています． 

 

メールニュースの配信 

 2021年8月-10月度のメールニュース(19通)の

内訳は以下のようになります． 

 8月 9月 10月 

本学会 大会の連絡 

欧文誌題目 

 秋のセミナー 

公募(求人，

研究費) 

2件 3件 2件 

関連学会・

イベント 

3件 1件 5件 

計 7件 4件 8件 

 

学会 Facebook/twitterからの情報提供 

twitterでは，学会主催行事（大会，シンポジウ

ム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和文，英

文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2021年11月1日現在，フォロワー数は612 で

す．Facebookでも，学会主催行事などについての

情報を掲載しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSoc

iety 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します．  

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求

人，研究費など），関連学会（イベント他）など，

他の会員に有益な情報を発信しています．広報依

頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員

の著書など」に掲載する書籍の情報がございまし

たら，同じサイトからお申し込みください．その

際に，その書籍の画像ファイルを入力していただ

くことになります． 

 

理事会議事録 

日本行動計量学会2021年度第2回理事会議事録 

 

日時：2021年7月14日（水）9:30～11:10 

場所：オンラインによる開催 

議事進行：狩野裕理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，大森

拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸

謙，狩野裕，菊地賢一，小杉考司，

椎名久美子，繁桝算男，清水裕士，

鈴木讓，鈴木督久，中山厚穂，芳賀

麻誉美，橋本貴充(書記)，藤田泰昌，

星野崇宏，山岡和枝，山田剛史，横

山暁 (23名)，委任状4名 

監事出席者：村上隆 

 

資料 

1. 2021年度第1回理事会議事録案 

2. 委員リスト 

3. 2020年度決算案・2021年度予算案 

  3-1. 2020年度決算案 

  3-2. 2021年度予算案 

4. 2021年度日本行動計量学会学会賞審査結

果報告 

5. 総会関係 

 5-1. 2021年度日本行動計量学会総会次第

案 

 5-2. 2020年度事業報告 

 5-3. 2021年度事業計画(案) 

 5-4. 会則改正案 

6. 和文誌編集委員会報告 

7. 運営委員会報告 

8. 広報委員会報告 

9. 連合理事会名簿 

10. 入退会リスト 

11. 第49回大会 

  11-1. プログラム 

  11-2. 活動制限指針 
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議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 25名（理事出

席 21 名，委任状 4 名）であり，理事会が成立し

ていることが確認された． 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2021 年度第 1 回理事会

の議事録が承認された． 

2. 第 49回大会 

大森大会実行委員より，資料11にもとづき，

大会プログラムおよび会場の準備状況が報告

された．現在，東京都に発出されている緊急事

態宣言は 8 月 22 日までであるが，予定通り解

除される見込みの場合にはハイブリッド形式，

延長される見込みの場合には全面的にオンラ

イン形式で開催することとし，その判断を8月

16日に行うこととなった． 

3. 各委員会委員の委嘱 

資料2にもとづき，各委員会から提案された

委員が承認され，就任の意思の確認を行うこと

となった． 

4. 2020年度決算案・監査報告・2021年度予算案 

椎名副事務局長より，資料 3-1 にもとづき，

2020年度決算について説明があった． 

村上監事より，監事監査を行い決算に間違い

のなかったことが報告された．質疑応答の後，

2020年度決算が承認された． 

椎名副事務局長より，資料 3-2 にもとづき，

2021年度予算案について説明があった．特別会

計の学会賞基金（肥田野・水野賞）については，

残額が少なくなっているため，今後議論が必要

なことが確認された． 

5. 名誉会員・学会賞 

山岡学会賞選考委員長より，資料4にもとづ

き，学会賞受賞者の候補が提示され，承認され

た．受賞の意思を確認した後，正式決定となる．

資料4にもとづき，名誉会員の候補が提示され，

候補者の意思確認の後，総会に諮ることが承認

された． 

6. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 5にもとづき，総会

議事次第，2020年度事業報告，2021年度事業

計画案，会則改正案について説明があった．会

則 12 条の改正が総会で承認された後，役員選

出に関する細則第 14 条の改正も必要であるこ

とが確認された．総会にオンラインで参加され

る方の意思表示の方法について，次回の理事会

までに事務局で検討することとなった． 

7. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料6にもとづ

き，若手向けのファーストトラックの投稿状況，

現在の審査状況について報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，現在の投稿状況

について報告があった． 

・運営委員会 

横山副委員長より，資料7にもとづき，2021

年度に開催を予定しているイベントについて

報告があった． 

Behaviormetrikaの科研費「国際情報発信強

化」を使ったイベントについて，それに関する

小委員会を運営委員会の中に置くことが承認

された． 

・広報委員会 

鈴木讓委員長より，資料8にもとづき，今期

の委員会発足後の状況について報告があった．

藤田副委員長より，会報の発行スケジュールに

ついて報告があった． 

・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長より，学会創設 50 周年に向

けての計画について報告があった． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，学会創設 50 周年に向けて

の計画，および新型コロナウイルス感染症拡大

により凍結されているイベントの再開を進め

ることについて報告があった． 

・統計関連学会連合 

岩崎担当理事より，資料9にもとづき，統計

関連学会連合の今年度の役員が報告された．ま

た，2021年度の連合大会は完全オンライン開催

に変更されたことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料10にもとづき，入会

の申請について報告があり，すべて承認された． 

8. 学会創設 50周年記念事業 

狩野理事長より，資料アーカイブス委員会，

柳井レクチャー委員会，イノベーション委員会

とともに作業を行い統括する委員長を置くこ

とが提案された． 

9. その他 

・次回理事会は 8月下旬にオンラインにて開催さ

れる予定である． 
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日本行動計量学会会則 

1． 本会は，日本行動計量学会（THE BEHAVIORMETRIC 

SOCIETY）と称する． 

2． 学会の所在地は日本国内とする．本会の運営のため

に事務局を設ける．事務局の所在地は別に細則に

より定める． 

3． 本会は，最広義における人間の行動の計量的研究，

その普及ならびにその研究者相互の連絡及び協力

を促進するとともに，外国の研究団体との連絡を

図ることを目的とする． 

4． 本会は，次の事業を行う． 

(1) 大会・研究会及び講習会の開催  

(2) 機関誌その他の刊行  

(3) 外国の学会との連絡及び協力  

(4) その他，本会の目的達成上必要な事業  

5． 本会の会員は次の5種類とする． 

(1) 正会員 本会の目的に賛同し，理事会におい

て入会を認められた者 

(2) 準会員 学部及び大学院に在学する学生，あ

るいはこれらに相当する者で，本会の目的に

賛同し，理事会において入会を認められた者 

(3) 名誉会員 行動計量学の発展に功労のあった

者で，理事会が推薦し，総会の承認を得た者 

(4) シニア会員 本会に累積して 20 年以上在籍

している 65 歳以上の会員で，本人からの申

請に基づき，理事会において認められた者 

(5) 賛助会員 本会の目的に賛同し財政的援助を

なす法人等で，理事会において入会を認められ

た者 

6． 本会に，正会員または準会員として入会しようとす

るものは入会申請の手続きを経て理事会の承認を

得なければならない． 

7． 会費として正会員は年額8,000円，準会員は5,000

円，賛助会員は1 口 50,000 円で 1 口以上，シニア

会員は年額4,000円をその年度分として毎年4月末

日までに納めるものとする． 

8． 会員は本会機関誌への投稿や購読，本会が主催ある

いは共催する大会，研究会への参加等において，

様々な特典を受けることができる． 

9． 会員で退会しようとする者は退会届を提出しなけ

ればならない．会費長期滞納者については，理事会

の議決により退会したものとみなすことができる．

また，理事会は，会員の死亡や失踪宣告が確認され

た場合は，退会とみなすことができる．本学会の名

誉を傷つけ，または本学会の目的に著しく反する

行為をした会員については，事前に本人の弁明の

機会を与えたうえで，理事会の出席者の 3 分の 2

以上の議決により，本会から除名することができ

る． 

10．本会に次の役員をおく．  

理事（うち1名を理事長とする），監事（2名），委

員  

11．理事長は，理事会の議長となり，会務を総括する．  

理事は，総会の決議に従い，会務を執行する．  

監事は，会務の執行及び会計を監査する．  

委員は，会務の執行につき，理事に協力する．  

12．理事及び監事は，正会員およびシニア会員の中から

互選する． 

理事長は，理事会において互選する．任期中に理

事長が欠けた場合は，速やかに理事会が新たに理

事長を選出し，任期は前任者の残任期間とする． 

委員は，理事会がこれを委嘱する． 

役員の任期は 3 年とし再選をさまたげない．た

だし理事長は 3 期連続してその職につくことはで

きない．ただし，任期中に理事長が欠けた場合に選

任された理事長は除く． 

13. 理事長は毎年少なくとも 1 回総会を招集する．た

だし必要に応じて臨時総会を開くことができる． 

理事長は必要に応じて理事会を招集する．理事

総数の 3 分の 2 以上（委任状提出者を含む）の出

席で理事会を成立とし，決議は出席者の過半数を

もって決する．議決すべき事項につき特別の利害

関係を有する理事は，当該事項について表決権を

行使することができない． 

14．本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり，翌年 3

月末日に終わる．監事は毎年会計年度終了後 その

監査の結果を総会において会員に報告し，その承認

を得るものとする．  

15．本会の事業の遂行を円滑にするために，別に理事会

の決定により細則を設けることができる．  

16．本会則の改正は，総会の出席者の 3 分の 2 以上の

同意を必要とする． 

 

*  昭和62年 8月；7条を改正（昭和63年 4月1日

より施行）  

平成 7 年 9 月；7 条を改正（平成 8 年 4 月 1 日よ

り施行）  

平成10年 9月；5条, 7条, 10 条を改正（平成11

年4月1日より施行）  

平成16年9月；5条, 7条, 12条を改正（平成17

年4月1日より施行） 

平成21年8月；2条, 6条, 8条, 9条を改正（平成

21年8月6日より施行） 

平成22年9月；2条を改正（平成22年9月24日

より施行） 

平成 23 年 9 月；12 条を改正（平成 23 年 9 月 13

日より施行） 

平成 25 年 9 月；9 条，12 条，13 条を改正（平成

25年9月5日より施行） 
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平成28年9月；1条を改正（平成28年 9月 1日

より施行） 

令和元年9月；5条，8条を改正（令和元年9月5

日より施行） 

令和3年9月；12条を改正（令和3年9月1日よ

り施行） 

 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2021年 

8月19日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も ん こ ん

2021」 

2021 年 12

月 11 日-12

日 

2021年 

8月19日 

第24回情報論的学習

理論ワークショップ 

(IBIS2021) 

2021 年 11

月 10 日-13

日 

（2021 年 6 月 16 日～2021 年 8 月 19 日承認の

もの） 

 

 

会員の著書等 

 

Brigitte Le Roux, Henry Rouanet（共著）大隅昇・

小野裕亮・鳰真紀子（共訳）『多重対応分析』，オ

ーム社，2021年7月 

 

 

 

 

 

Shizuhiko Nishisato, Eric J. Beh, Rosaria 

Lombardo, Jose G. Clavel（共著）『Modern 

Quantification Theory: Joint Graphical Display, 

Biplots, and Alternatives』，Springer，2021年7

月 

 

 
 

Takashi Inoguchi（著）『Japanese Politics in 

Comparative Perspective: From the East to the 

West, and Then Whither? 』， Peter Lang 

Publishing Inc.，2021年8月 

 

 

 

Kazuhisa Takemura（著）『Escaping from Bad 

Decisions: A Behavioral Decision-Theoretic 

Perspective』，Academic Press，2021年8月 
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Giuseppe Bove, Akinori Okada, Donatella Vicari

（著）『Methods for the Analysis of Asymmetric 

Proximity Data』，Springer Nature Singapore 

Pte Ltd.，2021年8月 

 

 

 

Kazuhisa Takemura（著）『Behavioral decision 

theory: Psychological and mathematical 

descriptions of human choice behavior. Second 

Edition』，Springer Nature Singapore Pte Ltd.，

2021年9月 

 

 

 

鈴木督久（著）『世論調査の真実』，日本経済新聞

出版，2021年9月 

 

 
 

松本渉（著）『社会調査の方法論』，丸善出版，2021

年10月 

 

 

 

 

Takashi Inoguchi（著）『Japan’s International 

Relations at the Crossroads: Wars, Globalization 

and Japanese Theorizings in the Extended 

Twentieth Century』，Peter Lang Publishing Inc.，

2021年10月 

 

 

 

鈴木讓（著）『機械学習のためのカーネル 100 問 

with R（機械学習の数理100問シリーズ7）』，共

立出版，2021年11月 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイト J-STAGE にて全文公開（無償での

公開）しております．電子アーカイブ化・公開に

は，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電

子公開）の同意を論文著者から得る必要がありま

す．1999年の総会以降刊行された論文については，

著作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が

明確に定められましたが，それ以前に掲載された

記事等の著作権は，明確に定められておりません

でした．電子化し公開するに当たっては，各論文

の著者全員に，本学会への著作権委譲についての

文面をお送りし，多くの著者のご了解をいただき

ました．現在までにお返事をいただいていない著

者の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべ

きですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」そ

れぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便

宜等を考えて，すでに電子化公開しております．

著作権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考えの

方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会まで

ご連絡下さるようお願いいたします．公開を中止

するなど，学会として誠意をもって対応いたしま

す．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通りJSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2021年11月1日現在） 

正会員       ： 789名 （海外4名含

む） 

準会員       ： 111名  

名誉会員      ： 26名  

賛助会員      ： 23社  

シニア会員     ： 36名  

計         ： 985名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな

ります． 

ユーザー名：bsj    

パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
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会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学会

の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情

報も含む）などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．「広報依頼の受付」のペ

ージ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号168号は3月発行のため，1

月末日まで）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたものに

つきましては，内容を判断した上で，次号に回さ

せていただきますのでよろしくお願い申し上げま

す． 

不明な点などございましたら，上述の「広報

依頼の受付」のページよりお問い合わせくださ

い． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様に，御礼申し上げま

す．お忙しい中にもかかわらず，どうもありがと

うございました． 

新型コロナウィルスに対応した生活様式が求

められるようになって，はや2年が経とうとし

ております．リモート・画面共有・デジタルファ

イルでのやりとりが増える中，紙媒体だからこそ

というような少しでも充実した会報になるよう努

めていきたいと考えております．エッセイ，ご意

見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われる

情報などございましたら「広報依頼の受付」のペ

ージ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡いただければ幸いです． 

（少々早いですが）良いお年をお迎えください．

明年もどうぞ宜しくお願い申し上げます． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，稲

水伸行，岩間徳兼，上野雄史，岡田陽

介，久保沙織，水師裕，鈴木宏哉，登

藤直弥，袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 

 

 

 

 

 

 

 


